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本製品の使用，取扱い，保管については、必ず説明書及び安全データシート（ＳＤＳ）をお読み下さい。 

第 1 章  安全上の注意 

１．注 意 
 

１－１ 作業前の確認 
 

取扱い作業に際しては、説明書，安全データシート（ＳＤＳ）などで、注意事項を確認して下さい。 
 

１－２ 取扱い場所 
 

（１）火気のあるところでは、使用しないで下さい。 

 
（２）取扱い作業所には、局所排気装置を設けて下さい。 

 

１－３ 取扱い方法 
 

（１）取扱い中は、できるだけ皮膚に触れないようにし、必要に応じて有機ガス用防毒マスク又は送気マ ス

ク，保護手袋，保護メガネ，前掛け等を着用して下さい。 

 
（２）容器からこぼれた場合には、布（ウエス）で拭きとって、安全な場所に廃棄して下さい。 

 
（３）取扱い後は、手洗い及びうがいを十分に行って下さい。 

 
（４）５℃以下では、極端に硬化が遅くなる為、使用しないで下さい。 

 

１－４ 応急措置 
 

（１）作業衣等に付着した場合には、その汚れをよく落として下さい。 

 
（２）皮膚に付着した場合には、多量の石鹸水で洗い落とし、痛み，又は外観に変化がある時には、医 

師の診断を受けて下さい。 

 
（３）目に入った場合には、多量の水で洗い流し、早く医師の診断を受けて下さい。 

 
（４）蒸気，ガスを吸い込んで気分が悪くなった場合には、空気の清浄な場所で安静にし、必要に応じて 

医師の診断を受けて下さい。 

 

（５）誤って飲み込んだ場合は、早く医師の診断を受けて下さい。 

（１／５） 
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１－５ 保管方法 

（２／５） 

 

（１）密栓の上、危険物倉庫に保管するか、指定数量以下の場合は、火気のない５～３５℃の直射日光 

の当たらない場所に保管して下さい。 

 

（２）子供の手の届かない所に保管して下さい。 

 
（３）本製品の硬化剤は、医薬用外劇物である為、鍵のある場所に保管し、保管数量を管理して下さい。 

 

 

１－６  接着用以外の使用禁止 
 

（１）本来の用途以外には、使用しないで下さい。 

１－７ 廃棄方法  

 

（１）河川等の環境中に投棄，及び漏出させないで下さい。 

 
（２）廃棄物の処理，及び清掃に関する法律，及び都道府県条例等に基づき、許可を受けた処理業者 

に委託して下さい。 

 

 

２．法 規 制 
 

（１）消防法 

 
浸透性ＫＳプライマー 

（主剤） 

浸透性ＫＳプライマー 

（硬化剤） 

第４類第３石油類 

危険等級Ⅲ 

第４類第３石油類 

危険等級Ⅲ 

 

（２）労働安全衛生法 

 
浸透性ＫＳプライマー 

（主剤） 

浸透性ＫＳプライマー 

（硬化剤） 
 

エポキシ樹脂 
 

メタ-キシリレンジアミン 

 

（３）毒物及び劇物取締法 

 
浸透性ＫＳプライマー 

（主剤） 

浸透性ＫＳプライマー 

（硬化剤） 
 

非該当 
・３－（アミノメチル）ベンジルアミン 

・３－アミノメチルー３，５，５－トリメチルシクロへキシルアミン 
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３．特 徴 

（３／５） 

 

・プライマー：毛細管現象等により圧力をかけずに、コンクリートの微細なひび割れに充填されます。 

・高強度：エポキシ樹脂特有の強靭な接着性を示します。 

・使用方法：浸透性 KS プライマー上に打継用の KS ボンドを塗り重ねてコンクリートを打設します。 

・耐水・耐熱性：温水負荷（温度 50℃、10 日間）を与えた４８０万回の繰り返し引張試験（水浸）を実施した 

後においても、接着強度が低下しないことを確認しております。 

・全シーズン施工：夏用、冬用、春秋用の３タイプの品揃えで、広い温度範囲で施工が可能です。 
 

 

４．用 途 
 

コンクリートのはつり作業によって生じた微細なひび割れの強化を図る浸透性の高耐久型エポキシ系接

着剤プライマー 
 

５．性状と物性 
 

項目 性状と物性 備考 

外観 
主剤 無色液状 異物混入無し 

硬化剤 無色液状 異物混入無し 

混合比（主剤：硬化剤） １０：３ 重量比 

硬化物比重 １．２０±０．２０ ＪＩＳ  Ｋ ７１１２ 

圧縮強さ ５０Ｎ／ｍｍ２以上 ＪＩＳ  Ｋ ７１８１ 

圧縮弾性率 １０００Ｎ／ｍｍ２以上 ＪＩＳ  Ｋ ７１８１ 

曲げ強さ ３５Ｎ／ｍｍ２以上 ＪＩＳ  Ｋ ７１７１ 

引張せん断強さ １０Ｎ／ｍｍ２以上 ＪＩＳ  Ｋ ６８５０ 

コンクリート付着強さ １．６Ｎ／ｍｍ２以上または母材破壊 
（KS ボンドとの組合せ時） 

ＪＩＳ  Ａ 
（JHS

６９０９ 
４１２） 

標準塗布量（人力塗布） ０．５ｋｇ／ｍ２以上   

※試験温度：23℃ 

※供試体養生：23℃  ７日間 

※付着強度は材料単独での社内品質管理値であり、現場施工品質管理値とは異なります。 

※項目並びに数値は、変わる事があります。 
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第 2 章  使用上の注意 

１．標準使用方法 

（４／５） 

 

（１）浸透性 KS プライマーの主剤／硬化剤を所定の混合比（１０／３：重量部）で配合して、均一になるよう

に電動攪拌機等で十分に 撹拌します。 

 

（２）切削やブレーカーはつり面に所定量の浸透性 KS プライマーを塗布します。 

 

（３）KS ボンドの主剤／硬化剤を所定の混合比（５／１：重量部）で配合して、均一になるように電動攪拌機

等で十分に 撹拌します。 

 
（４）一定の馴染み時間（１０分程度）が経過した後に、温度によって定められた作業可能時間以内に浸透性

KS プライマー上に KS ボンドを塗布します。 

 

（５）一定の馴染み時間（５分程度）が経過した後に、温度によって定められた作業可能時間以内にコンクリ

ートを打設します。 

 

（６）コンクリート打設後は、コンクリート強度および接着樹脂強度が十分発現するまでは供用せずに養生し 

て下さい。 

 
＜施工手順＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意】・混合後の浸透性 KS プライマー・KS ボンドをバケツなどの容器に放置すると、容積効果によって硬化時間が極

端に短縮したり高温 発熱を引き起こしますので、混合後の浸透性 KS プライマー・KS ボンドは必ずすみやか

に被着体面に塗布し使い切ってください。 

    ・野外で使用する場合には、主剤・硬化剤の缶は防炎シート等で覆い、直射日光を避けて高温とならないように

してください。 

    ・被着体表面の粉塵やごみ等は必ず取り除き、乾燥した面に浸透性 KS プライマーを塗布してください。 

    ・降雨時には使用しないでください。 
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２．作業可能時間 

（５／５） 

 

・プライマー・ボンド塗布工において、作業可能時間を確保するためには、施工環境温度に適したプライ

マー・ボンドを用いる必要があります。浸透性 KS プライマー・ＫＳボンドには、使用時期にあわせて夏用・

冬用・春秋用の３タイプを用意していますので、コンクリート打込み時の被着体※温度によって、最も適切

なものを選定してください。 

 

・作業可能時間とは、混合後の浸透性 KS プライマー・ＫＳボンドをすみやかに被着体面に塗布してからコ

ンクリートの打込みを 完了させるまでの時間のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※被着体：コンクリート版を対象とします。  ※上記以外の被着体温度で用いる場合にはお問い合わせ下さい。 

 

 

３．梱包・容量 

 
１３ｋｇセット（主剤：１０ｋｇ、硬化剤：３ｋｇ） 

 

４．使用期限 
 

試験成績表に記載の試験日より６ヶ月間（保管条件は１-５を参照） 

 
 

 

 

以 上 

記載した説明書の内容は、当社試験研究および調査によるもので、十分信頼しうるものと考えております 

が、被着材・使用条件により相違する場合もありますので、予め御需要家各位で試験等のご確認の上、ご 

使用下さる様お願い致します。 



 株式会社ケミカル工事 

KS ボンド・浸透性 KS プライマー 

使 用 上 の お 願 い 
 

接着剤を造り置きしておくと硬化時に発熱し発煙する恐

れがあります。造り置きはせずに、混合後は直ちに被着

体面へ塗布するようお願いいたします。 

【発煙を防ぐ正しい使用方法】 

１．主剤・硬化剤の缶に、直射日光を当てないでください。 

２．主剤・硬化剤は必要量ずつ混合し、その都度使い切り、造り置きは

しないでください。 

３．気温にあったタイプ（夏用、春秋用、冬用）をご使用ください。 

【発煙時の対処方法】 

１．やけどにご注意ください。 

２．煙を吸わないようにしてください。 

３．発煙している混合物を大きなバケツなどの水中に入れるか、または

ショベルなどで粉砕し砂をかけるなどして、硬化反応が収まるのを

待ってください。 

以 上 


